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午
前
十
時 

 

開
会 

○
坂
口
委
員
長
＝
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
か
ら
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。 

 
 

去
る
九
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
お
り
ま
す
乙
第
六
十
一
号
議
案
「
令
和
六
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
、
及

び
乙
第
六
十
二
号
議
案
「
令
和
六
年
度
工
業
用
水
道
事
業
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
、
以
上

二
件
の
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
  

○ 
 

審 
 

査 
 

日  

程 

○
坂
口
委
員
長
＝
な
お
、
審
査
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
お
り
ま
す

日
程
表
の
と
お
り
進
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

（
日
程
表
） 

  

○
坂
口
委
員
長
＝
審
議
に
入
り
ま
す
前
に
知
事
か
ら
挨
拶
の
申
し
出
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。 

○
山
口
知
事
＝
皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

令
和
七
年
決
算
特
別
委
員
会
の
開
会
に
当
た
り
、
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

委
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
県
勢
の
発
展
に
御
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

令
和
六
年
度
の
県
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
「
人
を
大
切
に
、
世
界
に
誇
れ
る
佐
賀

づ
く
り
。
」
を
基
本
理
念
に
、
引
き
続
き
県
民
の
心
に
寄
り
添
っ
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

「
自
発
の
地
域
づ
く
り
」
や
「
子
育
て
し
大
県
〝
さ
が
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
「
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構

想
」
、
「
森
川

も
り
か
わ

海
人

か

い

と

っ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、「
歩
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
な
ど
、
佐
賀
の
未
来
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
、
必
要
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

令
和
六
年
は
、
佐
賀
県
に
と
っ
て
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
七
月
に
は

「
北
部
九
州
総
体
二
〇
二
四
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十
月
に
は
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
が
開
幕
し
、
「
国
体
」

か
ら
「
国
ス
ポ
」
へ
と
変
わ
る
新
し
い
大
会
の
第
一
歩
と
な
り
、
県
内
は
大
き
な
熱
気
と
感

動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
す
べ
て
の
人
が
主
役
と
な
る
新
し
い
大
会
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

試
み
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
多
面
的
に

捉
え
る
転
換
点
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
の
取
組
が
実
を
結
び
、
多
く

の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
ア
ス
リ
ー
ト
が
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
の
舞
台
で
輝
か
し
い
活
躍
を
見
せ
ま
し

た
。
そ
の
姿
は
、
県
民
に
大
き
な
感
動
と
喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
ス
ポ
ー

ツ
の
チ
カ
ラ
を
生
か
し
た
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
明
治
維
新
と
い
う
大
変
革
期
に
お
い
て
、
日
本
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た

江
藤
新
平
の
功
績
に
光
を
当
て
、
真
の
復
権
を
図
る
「
江
藤
新
平
復
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

展
開
し
ま
し
た
。 

県
内
で
は
、
民
間
事
業
者
が
、
県
や
鳥
栖
市
と
連
携
し
、
用
地
取
得
か
ら
造
成
、
企
業
誘

致
ま
で
を
一
貫
し
て
実
施
す
る
大
規
模
産
業
用
地
「
サ
ザ
ン
鳥
栖
ク
ロ
ス
パ
ー
ク
」
な
ど
新

た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
た
官
民
連
携
の
動
き
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
こ
う

し
た
動
き
を
後
押
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

令
和
六
年
度
一
般
会
計
決
算
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
小
企
業
事
業
資
金
の
コ
ロ
ナ

制
度
融
資
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
税
収
入
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入
の
確
保
や
歳
出
予
算
の

適
正
な
執
行
を
心
掛
け
、
安
定
的
か
つ
弾
力
的
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続



 2 き
、
適
切
な
行
財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
将
来
の
佐
賀
県
の
姿
を
見
据
え
、
新
た
な
施
策

や
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
更
新
等
計
画
策
定
に
係
る
委
託
費
及

び
人
件
費
等
の
増
に
よ
り
、
純
損
失
が
生
じ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
県
東
部
地
域
の
産
業
の
成
長
発
展
を
支
え
る
た
め
、
経
営
戦
略
に
沿
っ
て
健

全
な
経
営
と
工
業
用
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
様
々
な
御
意
見
に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受
け
止
め
、
改
善
す

べ
き
点
は
速
や
か
に
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。
委
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
ろ

し
く
御
審
議
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上
で
す
。 

○
坂
口
委
員
長
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
審
議
に
入
り
ま
す
。 

ま
ず
、
乙
第
六
十
一
号
議
案
に
つ
い
て
会
計
管
理
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

○ 

令
和
六
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要
説
明 

○
井
田
会
計
管
理
者
＝
令
和
六
年
度
佐
賀
県
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。 ま

ず
、
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
五
千
五
百
二
十
二
億
八
千
九
百
六
十
五
万
四
千
九

百
六
十
四
円
、
歳
出
五
千
四
百
十
三
億
一
千
六
百
七
十
八
万
八
千
六
十
一
円
と
な
っ
て
お
り
、

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
額
は
百
九
億
七
千
二
百
八
十
六
万
六
千

九
百
三
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
形
式
収
支
額
に
は
、
繰
越
事
業
費
の
財
源
と
し
て
、
令
和
七
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

額
四
十
九
億
五
千
六
百
八
十
万
二
千
七
百
八
十
二
円
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
六
十
億
一
千
六
百
六
万
四
千
百
二
十
一
円
と
な
り
、
昭
和
五

十
一
年
度
以
降
四
十
九
年
連
続
の
黒
字
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

予
算
現
額
は
、
前
年
度
予
算
か
ら
の
繰
越
額
五
百
八
十
五
億
七
千
五
百
四
十
一
万
八
千
二

百
六
十
三
円
を
加
え
、
六
千
四
十
二
億
一
千
二
百
九
十
七
万
七
千
二
百
六
十
三
円
で
あ
り
ま

す
。 こ

れ
に
対
し
、
調
定
額
は
五
千
五
百
三
十
九
億
六
千
二
百
三
十
七
万
二
千
三
百
七
円
、
収

入
済
額
は
五
千
五
百
二
十
二
億
八
千
九
百
六
十
五
万
四
千
九
百
六
十
四
円
、
不
納
欠
損
額
は

九
千
四
百
三
十
二
万
五
千
百
七
十
七
円
、
収
入
未
済
額
は
十
五
億
七
千
八
百
三
十
九
万
二
千

百
六
十
六
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

予
算
現
額
、
調
定
額
及
び
収
入
済
額
を
前
年
度
と
比
べ
ま
す
と
、
予
算
現
額
は
三
・
六
％
、

二
百
二
十
四
億
八
千
六
百
九
十
二
万
二
千
百
十
一
円
の
減
少
、
調
定
額
は
二
・
六
％
、
百
四

十
八
億
五
千
六
百
八
十
八
万
四
千
三
百
八
十
六
円
の
減
少
、
収
入
済
額
は
二
・
六
％
、
百
四

十
八
億
四
千
二
百
九
十
九
万
二
千
九
十
二
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

収
入
済
額
の
予
算
現
額
に
対
す
る
収
入
率
は
、
九
一
・
四
％
、
ま
た
、
調
定
額
に
対
す
る

収
入
率
は
、
九
九
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

収
入
済
額
が
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
商
工
費
貸
付
金

元
利
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
諸
収
入
が
百
九
十
億
五
千
二
百
六
十
七
万
五
百
七
十
三
円

の
減
少
、
総
務
費
国
庫
補
助
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が
百
三
十
七
億
三
千
六

百
七
十
三
万
七
千
二
百
四
十
三
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

収
入
未
済
額
の
主
な
も
の
は
、
個
人
県
民
税
な
ど
の
県
税
八
億
二
千
三
百
五
十
七
万
二
百

六
十
三
円
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

支
出
済
額
は
五
千
四
百
十
三
億
一
千
六
百
七
十
八
万
八
千
六
十
一
円
で
あ
り
、
予
算
現
額

に
対
す
る
執
行
率
は
、
八
九
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

翌
年
度
繰
越
額
は
五
百
二
十
四
億
四
千
五
百
十
八
万
五
千
九
百
二
十
一
円
、
不
用
額
は 

百
四
億
五
千
百
万
三
千
二
百
八
十
一
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
を
前
年
度
と
比
べ
ま
す
と
、
支
出
済
額
は
二
・
一
％
、
百
十
六
億
三
万
三



 3 千
三
百
十
円
の
減
少
、
翌
年
度
繰
越
額
は
一
〇
・
五
％
、
六
十
一
億
三
千
二
十
三
万
二
千
三

百
四
十
二
円
の
減
少
、
不
用
額
は
三
一
・
三
％
、
四
十
七
億
五
千
六
百
六
十
五
万
六
千
四
百

五
十
九
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

支
出
済
額
が
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
中
小
企
業
振
興
費
が
減
少
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
商
工
費
が
二
百
一
億
六
千
百
八
十
九
万
五
千
百
八
十
六
円
の
減
少
、
農
作

物
対
策
費
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
農
林
水
産
業
費
が
五
十
億
四
千
四
百
七
万
百
一

円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

翌
年
度
繰
越
額
の
主
な
も
の
は
、
河
川
整
備
交
付
金
事
業
費
な
ど
の
土
木
費
三
百
十
四 

億
一
千
三
百
九
十
万
七
千
四
百
七
十
八
円
、
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
費
な
ど
の
農
林
水
産

業
費
百
五
億
七
千
六
百
八
十
万
四
千
六
百
四
十
六
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

不
用
額
の
主
な
も
の
は
、
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
開
催
準
備
事
業
費
な
ど
の
総
務
費
十

八
億
七
千
五
百
二
十
三
万
六
千
四
百
八
十
一
円
、
園
芸
８
８
８
総
合
対
策
事
業
費
補
助
な
ど

の
農
林
水
産
業
費
十
八
億
一
千
五
百
八
十
万
九
千
八
百
十
六
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
五
の
特
別
会
計
の
全
体
の
決
算
額
は
、
歳
入
二
千
百
四
十
三
億
五
千
六
百
八
万
一
千
六

百
七
十
五
円
、
歳
出
二
千
百
十
六
億
八
千
百
六
十
三
万
一
千
八
百
六
十
八
円
と
な
っ
て
お
り
、

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
額
は
、
二
十
六
億
七
千
四
百
四
十
四
万

九
千
八
百
七
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
形
式
収
支
額
に
は
、
繰
越
事
業
費
の
財
源
と
し
て
、
令
和
七
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

額
一
億
四
千
百
二
十
六
万
三
千
六
百
円
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
、
二
十
五
億
三
千
三
百
十
八
万
六
千
二
百
七
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
歳
入
歳
出
決
算
総
額
の
合
計
を
前
年
度
と
比
べ
ま
す
と
、
歳
入
は
〇
・
六
％
、
十

一
億
七
千
七
百
三
十
八
万
三
千
三
百
二
十
五
円
、
歳
出
は
〇
・
六
％
、
十
三
億
二
千
七
百
十

三
万
二
千
三
百
七
十
一
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
公
債
管
理

特
別
会
計
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
財
産
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
ッ
島
工
業
団
地
の
売
却
な
ど
に
よ
り
、
九
万
三
千
八
十
・
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
減
少
し
、
年
度
末
現
在
高
は
三
千
百
六
十
七
万
七
千
二
百
十
二
・
四
平
方
メ

ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

建
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
九
千
部
学
園
の
取
り
こ
わ
し
な
ど
に
よ
り
、
六
百
二
十
三
・

三
平
方
メ
ー
ト
ル
減
少
し
、
年
度
末
現
在
高
は
百
五
十
五
万
四
千
三
百
六
十
五
・
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

出
資
に
よ
る
権
利
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
基
金
出
捐
金
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
五
千
三
百
三
十
一
万
八
千
九
百
五
十
三
円
減
少
し
、
年
度
末
現
在
高
は
二
百
七
億

五
千
八
百
十
九
万
九
千
七
百
七
十
四
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

物
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
試
験
・
測
定
測
量
機
器
類
の
購
入
な
ど
に
よ
り
、
八
十
九
点
増

加
し
、
年
度
末
現
在
高
は
七
千
八
百
五
十
五
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

債
権
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
佐
賀
県
医
療
セ
ン
タ
ー
好
生
館
貸
付
金
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
十
四
億
一
千
百
三
十
三
万
二
千
九
百
四
円
減
少
し
、
年
度
末
現
在
高
は

百
八
十
六
億
四
千
四
百
二
十
三
万
三
千
九
百
九
十
五
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
十
五
億
六
千
四
百
四
十
四
万
三
千
二
百
九
十
七
円
減
少
し
、

年
度
末
現
在
高
は
九
百
五
十
三
億
一
千
六
百
六
十
五
万
九
千
百
七
十
三
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 年

度
末
現
在
高
が
昨
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構

想
推
進
基
金
は
五
十
七
億
三
千
四
百
七
十
七
万
六
千
三
百
円
減
少
し
、
年
度
末
現
在
高
は
四

十
二
億
五
千
百
四
十
二
万
七
千
八
百
三
十
九
円
、
退
職
手
当
基
金
は
二
十
四
億
九
千
八
百
二

十
八
万
七
千
百
二
十
一
円
減
少
し
、
年
度
末
現
在
高
は
三
千
百
八
十
六
万
六
千
三
百
十
七
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
年
度
末
現
在
高
が
昨
年
度
に
比
べ
増
加
し
た
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
県

債
管
理
基
金
は
三
十
一
億
三
千
百
五
十
二
万
七
千
五
百
二
十
五
円
増
加
し
、
年
度
末
現
在
高



 4 は
三
百
四
十
一
億
八
千
二
百
四
十
八
万
九
千
七
百
十
五
円
、
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基

金
は
六
億
九
千
三
百
九
十
七
万
五
百
六
十
円
増
加
し
、
年
度
末
現
在
高
は
五
十
一
億
三
千
三

十
二
万
六
千
八
百
三
十
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
六
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要
説
明
と
い
た
し
ま
す
。 

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
坂
口
委
員
長
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

次
に
、
乙
第
六
十
二
号
議
案
に
つ
い
て
関
係
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要
説
明 

○
井
手
東
部
工
業
用
水
道
局
長
＝
令
和
六
年
度
佐
賀
県
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
つ

き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

佐
賀
県
工
業
用
水
道
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
事
業
開
始
以
来
、

県
東
部
地
域
の
産
業
振
興
の
た
め
、
工
業
用
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

ま
ず
、
令
和
六
年
度
の
本
工
業
用
水
道
の
事
業
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、
給
水
事
業
所
数
は

三
十
四
カ
所
、
年
間
総
給
水
量
は
千
三
百
十
八
万
七
千
九
百
五
十
六
立
法
メ
ー
ト
ル
、
一
日

平
均
給
水
量
は
三
万
六
千
二
百
三
十
三
立
法
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
給
水
事
業
所
数
は
同
数
、
年
間
総
給
水
量
で
五
千
八

百
六
立
法
メ
ー
ト
ル
増
加
、
一
日
平
均
給
水
量
で
百
十
五
立
法
メ
ー
ト
ル
増
加
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

次
に
、
工
業
用
水
道
事
業
の
収
益
的
収
支
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
収
益
税
抜
き
で
三
億

九
千
二
百
四
十
五
万
七
千
二
百
五
十
二
円
、
事
業
費
用
税
抜
き
で
四
億
三
千
三
百
七
十
四
万

八
千
四
百
九
十
七
円
と
な
っ
て
お
り
、
純
損
失
は
、
差
し
引
き
四
千
百
二
十
九
万
一
千
二
百

四
十
五
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

収
益
的
収
支
を
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
事
業
収
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
百
六
十
八

万
三
千
百
八
十
六
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
主
な
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
営
業
外
収
益
に
お
け
る
、
電
力
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
他
会
計
補
助
金
が
六
百
十
七
万
一
千

四
百
四
十
六
円
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
事
業
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
千
六
百
二
十
三
万
二
百
二
十
四
円
の
増
加
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
主
な
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
施
設
更
新
等
計
画
策
定
に
係
る
委
託
料
及
び
人
件
費
の

増
加
や
物
価
高
騰
に
よ
る
修
繕
費
の
増
加
に
よ
り
、
維
持
管
理
費
が
二
千
六
百
一
万
二
千
八

百
三
十
一
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
資
本
的
収
支
で
あ
り
ま
す
が
、
収
入
は
増
強
工
事
の
設
計
委
託
の
た
め
の
企
業
債

が
五
千
九
百
三
十
万
円
と
な
り
、
一
方
、
支
出
は
建
設
改
良
費
な
ど
に
よ
り
一
億
七
千
三
百

三
十
五
万
九
千
三
百
円
と
な
っ
て
お
り
、
差
し
引
き
、
不
足
す
る
一
億
一
千
四
百
五
万
九
千

三
百
円
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
一
千
二
百
四
十
六
万

九
千
三
百
六
円
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
一
億
百
五
十
八
万
九
千
九
百
九
十
四
円
で

補
塡
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
支
出
に
係
る
建
設
改
良
費
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て
は
、
江
島
配
水
池
内
部
補
修

工
事
一
億
三
百
四
十
三
万
一
千
九
百
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

工
業
用
水
道
事
業
は
、
近
年
、
各
企
業
の
水
資
源
保
全
や
コ
ス
ト
削
減
の
取
組
な
ど
も
あ

り
、
給
水
需
要
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
給
水
に
係
る
燃
料
及
び
資
材
価
格
の
高

騰
等
に
よ
り
経
営
環
境
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
工
業
用
水
道
局
管
内
で
は
、
新

た
な
工
場
進
出
や
産
業
団
地
整
備
の
動
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
給
水
需
要
に
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
経
年
に
よ
り
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
故
障
等
を
未
然
に
防
止

す
る
予
防
保
全
的
な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
管
路
や
施
設
の
更
新
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
東
部
工
業
用
水
道
で
は
、
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画



 5 と
し
て
令
和
二
年
度
に
策
定
し
た
経
営
戦
略
の
見
直
し
を
図
り
、
引
き
続
き
効
率
的
か
つ
柔

軟
な
経
営
を
行
い
、
工
業
用
水
の
安
定
供
給
と
い
う
責
務
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。 以

上
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
坂
口
委
員
長
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

次
に
、
乙
第
六
十
一
号
議
案
及
び
乙
第
六
十
二
号
議
案
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
審
査
報

告
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

決
算
審
査
結
果
の
概
要
報
告 

○
原
監
査
委
員
＝
令
和
六
年
度
歳
入
歳
出
決
算
等
の
審
査
意
見
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概 

要
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

歳
入
歳
出
決
算
等
の
審
査
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
計
数
は
正
確
で
あ
る
か
、
予
算
は
議
決

の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
諸
帳

簿
等
を
照
合
し
、
定
期
監
査
及
び
例
月
出
納
検
査
の
結
果
等
も
考
慮
し
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。 ま

ず
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
対
す
る
審
査
結
果
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。 

審
査
の
結
果
、
決
算
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
等
と
符
合
し
て
い
る
こ
と
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
は
、
指
定
金
融
機
関
等
の
預
金
あ
り
高
と
符
合
し
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま

し
た
。 

事
務
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
に
不
適
切
な
事
務
処
理
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
個
別
の
審
査
意
見
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
一
に
、
収
入
未
済
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
般
会
計
の
収
入
未
済
額
は
十
五
億
七
千
八
百
三
十
九
万
二
千
百
六
十
六
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
、
五
千
二
百
五
十
八
万
二
千
百
六
十
八
円
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
特
別
会
計
の
収

入
未
済
額
は
十
二
億
五
千
五
百
九
十
七
万
七
千
三
百
五
十
七
円
で
、
二
百
八
十
六
万
九
千
九

百
二
十
九
円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
公
平
な
負
担
と
自
主
財
源
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
収
入
未
済
の
新
た
な
発
生

防
止
と
縮
減
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
二
に
、
繰
越
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
般
会
計
の
繰
越
額
は
五
百
二
十
四
億
四
千
五
百
十
八
万
五
千
九
百
二
十
一
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
六
十
一
億
三
千
二
十
三
万
二
千
三
百
四
十
二
円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
事
業
効
果
を
早
期
に
発
現
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
の
推

進
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
三
に
、
不
用
額
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
般
会
計
の
不
用
額
は
百
四
億
五
千
百
万
三
千
二
百
八
十
一
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
四
十

七
億
五
千
六
百
六
十
五
万
六
千
四
百
五
十
九
円
減
少
し
、
二
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

不
用
額
の
主
な
要
因
は
、
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
運
営
費
補
助
に
係
る
市
町
の
精
算
事

務
や
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
予
算
の
影
響
に
よ
る
も
の
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
要
因
に
よ
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
予
算
編
成
及
び
執

行
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
そ
の
縮
減
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
四
に
、
財
産
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

土
地
、
建
物
で
未
利
用
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
活
用
計
画
の
な
い
財
産
に
つ
い
て

は
、
売
却
す
る
な
ど
引
き
続
き
処
分
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
基
金
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
管
理
、
運
用
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
物
品
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
備
品
を
亡
失
し
て
い
る
も
の
、
公
用
車
に
損
傷
を
与



 6 え
、
損
傷
年
月
日
及
び
損
傷
者
等
が
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
管
理
状
況
を
把

握
し
て
い
な
い
不
適
切
な
事
務
処
理
が
依
然
と
し
て
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
物
照
合

を
厳
格
に
行
う
な
ど
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
五
に
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
六
監
査
年
度
の
定
期
監
査
に
お
け
る
指
摘
件
数
は
、
前
年
度
よ
り
二
十
件
減
少
し
、

百
十
二
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
財
務
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
調
定
の
遅
延
、
支
出
負
担
行
為
の
遅
延
、
契
約
事
務
に
関
し
適
正
で

な
い
も
の
な
ど
五
件
の
重
要
な
指
摘
事
項
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
の
指
摘
事
項
は
、
収
入
事
務
、
支
出
事
務
や
工
事
の
執
行
事
務
に
関
す
る
件
数
は

減
少
し
た
も
の
の
、
給
与
・
旅
費
事
務
、
契
約
事
務
に
関
す
る
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
そ

の
要
因
と
し
て
制
度
の
理
解
不
足
、
基
本
的
な
事
務
処
理
の
誤
り
や
組
織
的
な
チ
ェ
ッ
ク
体

制
の
不
備
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
す
。 

改
め
て
、
職
員
一
人
一
人
が
事
務
事
業
に
関
わ
る
法
令
等
の
理
解
・
遵
守
に
努
め
る
と
と

も
に
、
令
和
二
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
事
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
さ
ら
な
る
浸
透
を
図
る

こ
と
で
、
事
務
の
適
正
な
執
行
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
歳
入
歳
出
決
算
と
併
せ
て
審
査
し
た
佐
賀
県
土
地
開
発
基
金
な
ど
三
基
金
の
運
用

状
況
は
、
い
ず
れ
も
、
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
計
数
に
誤
り
は
な
く
、

預
金
の
残
高
は
指
定
金
融
機
関
等
の
預
金
あ
り
高
と
符
合
し
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確
認
い
た

し
ま
し
た
。 

次
に
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
の
審
査
意
見
で
あ
り
ま
す
。 

審
査
の
結
果
、
当
会
計
の
決
算
書
及
び
決
算
附
属
書
類
は
、
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
計
数
に
誤
り
は
な
く
、
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
は
適
正
に
表
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

ま
た
、
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
原
則
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

以
下
、
個
別
の
審
査
意
見
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

財
務
に
関
す
る
事
務
は
、
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

決
算
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
収
益
は
三
億
九
千
二
百
四
十
五
万
七
千
二
百
五
十
二
円
、

総
費
用
は
四
億
三
千
三
百
七
十
四
万
八
千
四
百
九
十
七
円
で
、
差
引
四
千
百
二
十
九
万
千
二

百
四
十
五
円
の
損
失
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

経
営
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
間
総
給
水
量
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
量
の
千
三
百
十
八

万
七
千
九
百
五
十
六
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
給
水
事
業
所
数
は
、
前
年
度
と
同
じ
く
三
十

四
事
業
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
事
業
が
地
方
公
営
企
業
と
し
て
今
後
も
独
立
採
算
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
既

存
の
給
水
事
業
所
へ
の
給
水
量
を
継
続
し
て
確
保
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
給
水
事
業
所
の
新

規
開
拓
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
東
部
工
業
用
水
道
局
管

内
は
立
地
条
件
の
良
さ
か
ら
、
大
口
の
給
水
が
見
込
ま
れ
る
工
場
の
進
出
が
動
き
出
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
て
、
現
在
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
大
規
模
産
業
団
地
「
サ
ザ
ン
鳥
栖
ク
ロ

ス
パ
ー
ク
」
な
ど
へ
の
将
来
的
な
工
場
の
進
出
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
確
実
に
こ
れ
ら

の
工
場
へ
の
給
水
を
実
現
さ
せ
、
給
水
量
の
増
加
に
結
び
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 一

方
で
、
事
業
開
始
後
五
十
八
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
か
ら
更
新
工
事
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
は
多
額
の

経
費
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

か
ね
て
よ
り
、
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
施
設
の
長
寿
命
化
に
も
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
ま
し

た
が
、
本
業
で
あ
る
給
水
収
益
で
給
水
費
用
が
賄
え
な
い
厳
し
い
状
況
が
長
期
に
わ
た
っ
て

続
い
て
お
り
ま
す
。 

当
水
道
局
が
持
続
可
能
な
事
業
運
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
費
節
減
な
ど
の
経

営
努
力
に
加
え
、
今
後
の
施
設
の
更
新
、
強
靭
化
等
に
要
す
る
費
用
な
ど
を
考
慮
し
、
各
給

水
事
業
所
の
理
解
を
得
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
据
え
置
か
れ
て
き
た
給
水
料
金
の
見
直



 7 し
に
着
手
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

当
水
道
局
で
は
、
令
和
三
年
三
月
に
「
佐
賀
県
東
部
工
業
用
水
道
局
経
営
戦
略
」
を
策
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
物
価
高
騰
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
の
影
響

も
あ
っ
て
、
当
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
料
金
収
入
等
の
実

績
は
計
画
を
大
幅
に
下
回
っ
て
推
移
し
て
い
ま
す
。
設
置
者
で
あ
る
県
と
一
体
と
な
っ
て
、

経
営
戦
略
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
み
、
工
業
用
水
の
安
定
供
給

に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
六
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
主
な
財
政
指
標
を
み
ま
す
と
、
経

常
収
支
比
率
及
び
実
質
公
債
費
比
率
は
上
昇
し
た
も
の
の
、
過
去
最
高
の
収
入
額
と
な
っ
た

県
税
、
地
方
消
費
税
清
算
金
と
い
っ
た
自
主
財
源
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。 

一
方
で
、
県
債
残
高
は
二
年
連
続
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源
比
率
は
前
年
度
よ
り
上
昇
し
た
も
の
の
、
引
き
続
き
地
方

交
付
税
や
国
庫
支
出
金
に
依
存
す
る
構
造
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財
源
の
確
保
や
徹
底
し

た
歳
出
の
見
直
し
に
な
お
一
層
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

県
政
を
取
り
巻
く
環
境
を
み
ま
す
と
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
行
、
異

常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
の
激
甚
化
や
農
畜
水
産
物
へ
の
悪
影
響
、
さ
ら
に
物
価
上
昇
、
米

国
の
関
税
政
策
に
起
因
す
る
経
済
の
不
確
実
性
な
ど
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
増
し
て
お
り

ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
佐
賀
県
の
将
来
を
見
据
え
た
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
時
期
を
逃
さ
ず
的
確

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
民
に
と
っ
て
真
に
必
要

な
施
策
の
効
果
的
な
展
開
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

私
か
ら
は
以
上
で
す
。 

○
坂
口
委
員
長
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
乙
第
六
十
一
号
議
案
及
び
乙
第
六
十
二
号
議
案
に
つ
い
て
の
説
明

及
び
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
十
一
月
十
日
は
午
前
十
時
に
委
員
会
を
再
開
し
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
す
。 

 
 

本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
  

午
前
十
時
二
十
九
分 

 

散
会 

 
 
 
 
 
 
  
 
 

議
事
課
議
事
・
記
録
担
当
会
計
年
度
任
用
職
員 

 
 

石 
 

丸 
 

宏 
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